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ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
考
え
て
い

き
ま
す
。

③
町
の
魅
力
発
信
を
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
か
。

　

町
の
観
光
＆
移
住
総
合
サ
イ
ト

「
か
が
み
の
旅
と
暮
ら
し
」
を
核
と
し

て
、
季
刊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
る
戦
略
的
な
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
着
地
型
素
材
の
商
品

化
、
独
自
性
の
あ
る
現
地
体
験
プ
ラ

ン
や
特
産
品
の
開
発
を
積
極
的
に
進

め
、
会
員
制
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
か
が

み
の
里
山
健
康
ク
ラ
ブ
」
の
制
度
の

充
実
と
会
員
拡
大
を
進
め
、
一
定
の

成
果
を
挙
げ
て
い
る
た
め
、
こ
の
事

業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
情
報
発

信
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

★
森
林
環
境
譲
与
税
の
運
用
・
使

用
目
的
は
。

　

町
で
は
国
会
で
の
正
式
な
決
定
を

待
ち
、
６
月
会
議
で
補
正
予
算
の
上

程
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
運

営
す
る
セ
ン
タ
ー
の
開
設
・
運
営
経

費
、
原
木
貯
木
場
の
場
所
選
定
及
び

付
帯
施
設
の
整
備
等
々
、
ま
た
当
該

年
度
に
事
業
に
充
当
の
で
き
な
か
っ

た
部
分
は
、
将
来
の
林
業
施
策
に
関

す
る
事
業
に
対
応
し
、
基
金
と
し
て

積
み
立
て
、
新
た
な
町
の
森
林
づ
く

り
の
体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
、

大
き
な
柱
と
し
て
最
重
点
施
策
の
一

つ
と
し
て
進
め
ま
す
。

③
町
の
魅
力
発
信
を
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
か
。

★
森
林
環
境
譲
与
税
の
運
用
・
使

用
目
的
は
。

★
ふ
る
さ
と
納
税
の
納
付
額
・
用

途
・
今
後
の
展
開
等
は
。

　

平
成
20
年
度
の
６
件
、
19
万
円
か

ら
始
ま
り
、
徐
々
に
増
加
し
、
平
成

28
年
度
が
１
，２
６
３
件
、２
，０
４
０

万
円
が
最
大
で
、
29
年
・
30
年
度
と

若
干
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

用
途
は
毎
年
度
と
も
子
育
て
支

援
・
教
育
環
境
づ
く
り
事
業
へ
の
使

用
目
的
が
一
番
多
く
６
３
０
万
円
で

す
。

　

今
後
は
総
務
省
の
通
達
を
遵
守

し
、
町
特
産
の
良
さ
が
伝
わ
る
よ
う

な
返
礼
品
の
掘
り
起
し
等
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

☆
繰
越
明
許
費
の
学
校
教
育
施
設

等
安
全
点
検
改
修
事
業
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

【
長
石
幸
男
議
員
】

★
水
田
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

①
２
０
１
８
年
度
の
経
営
所
得
安

定
対
策
の
実
施
状
況
等
は
。

　

主
食
用
米
の
作
付
け
は
、
昨
年
度

よ
り
６
５
４
ａ
多
い
9
万
２
，５
６
５

ａ
で
す
。
飼
料
用
米
は
９
９
５
ａ
増

加
し
、
1
万
５
３
６
ａ
で
す
。

②
２
０
１
９
年
の
水
田
農
業
の
推

進
施
策
の
変
更
で
農
家
に
ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
か
。

　

２
０
１
８
年
度
よ
り
国
に
よ
る
主

食
用
米
の
作
付
け
配
分
が
廃
止
さ

れ
、
農
業
者
は
作
付
け
方
針
、
販

★
ふ
る
さ
と
納
税
の
納
付
額
・
用

途
・
今
後
の
展
開
等
は
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

★
水
田
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

①
２
０
１
８
年
度
の
経
営
所
得
安

定
対
策
の
実
施
状
況
等
は
。

②
２
０
１
９
年
の
水
田
農
業
の
推

進
施
策
の
変
更
で
農
家
に
ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
か
。

売
先
な
ど
、
戦
略
に
基
づ
い
て
主
体

的
に
取
り
組
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
２
０
１
９
年
度
よ
り
、
水
稲
共

済
も
10
ａ
以
上
の
作
付
け
者
は
、
全

て
任
意
加
入
で
、
自
ら
の
経
営
判
断

も
求
め
ら
れ
、
農
家
の
自
主
性
が
尊

重
さ
れ
ま
す
。

③
農
家
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

例
年
通
り
各
農
家
へ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
と
地
域
へ
の
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。　
　
　

　

随
時
、
個
別
の
相
談
に
応
じ
、
町

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
制
度
の
周
知

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

★
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

対
策
支
援
に
つ
い
て
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）・
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
活
用
し
た
計
画
は
。

　

町
で
は
２
０
１
６
年
度
国
の
補
助

金
を
活
用
し
て
、
富
地
区
に
イ
ノ

シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
用
の
自
動

ゲ
ー
ト
付
き
・
囲
い
罠
を
１
基
整
備

し
て
効
果
を
検
証
中
で
す
。
有
効
で

あ
れ
ば
新
た
な
導
入
を
検
討
し
ま

す
。

②
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

の
変
更
点
は
。

　

共
同
活
動
の
交
付
金
の
交
付
単

価
が
新
た
な
取
り
組
み
に
対
す
る
加

算
措
置
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
命
化
の
交
付
金
に
関
す
る

変
更
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
長
寿

命
化
の
活
動
と
し
て
行
う
工
事
の
１

件
当
た
り
の
上
限
金
額
「
２
０
０
万

円
未
満
」
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

③
農
家
へ
の
周
知
方
法
は
。

★
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

対
策
支
援
に
つ
い
て
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）・
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
活
用
し
た
計
画
は
。

②
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

の
変
更
点
は
。

③
、
②
の
周
知
方
法
は
。

　

県
か
ら
正
式
な
変
更
内
容
の
通

知
が
届
き
次
第
、
制
度
の
変
更
内
容

と
活
動
計
画
申
請
の
手
続
き
等
、
現

在
取
り
組
み
中
の
組
織
代
表
に
案

内
す
る
予
定
で
す
。

【
水
田
喜
富
議
員
】

★
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
①
集
落

営
農
組
織
等
の
設
立
数
の
現
状
と

設
立
見
込
み
数
は
。

　

現
時
点
で
の
設
立
数
は
14
で
、
内

訳
は
農
事
組
合
法
人
が
６
、
任
意
組

織
の
営
農
組
織
が
７
、
株
式
会
社
が

１
で
す
。
新
た
な
設
立
の
見
込
み
は

聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

②
町
内
の
基
盤
整
備
率
と
10
年
ご

と
の
概
算
面
積
は
。

　

水
田
の
92
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
了

し
、
昭
和
42
年
の
着
手
以
降
、
累

積
整
備
面
積
は
、
昭
和
51
年
ま
で

が
約
１
０
０
ha
、
昭
和
61
年
ま
で
が

約
１
，１
０
０
ha
、
平
成
８
年
ま
で

が
約
１
，４
０
０
ha
、
平
成
14
年
が

全
体
の
最
終
年
度
で
、
合
計
が
約

１
，５
０
０
ha
で
す
。

③
地
域
か
ら
の
改
善
要
望
は
。

　

水
路
・
頭
首
工
改
修
、
及
び
農
道

舗
装
等
で
す
。

④
農
業
基
盤
の
改
善
、
再
整
備
の

補
助
事
業
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

　

詳
細
な
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、

区
画
整
理
・
農
用
地
造
成
等
を
行
う

③
、
②
の
周
知
方
法
は
。

★
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
①
集
落

営
農
組
織
等
の
設
立
数
の
現
状
と

設
立
見
込
み
数
は
。

②
町
内
の
基
盤
整
備
率
と
10
年
ご

と
の
概
算
面
積
は
。

③
地
域
か
ら
の
改
善
要
望
は
。

④
農
業
基
盤
の
改
善
、
再
整
備
の

補
助
事
業
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

事
業
と
し
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構

に
よ
る
関
連
農
地
整
備
事
業
が
あ

り
ま
す
。

　

区
画
整
理
、
暗
渠
排
水
、
土
層

改
良
、
農
業
用
・
用
排
水
施
設
整
備

等
を
行
う
事
業
と
し
て
農
地
整
備

事
業
、
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
。

　

面
的
整
備
、
用
水
路
の
更
新
整
備

等
を
行
う
事
業
と
し
て
、
農
地
耕
作

条
件
改
善
事
業
。
公
共
事
業
の
採

択
基
準
に
満
た
な
い
小
規
模
な
土
地

改
良
事
業
と
し
て
、
県
補
助
に
よ
る

小
規
模
土
地
改
良
事
業
が
あ
り
ま

す
。

★
町
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
①
時
間
外
勤
務
の
上
限
は
規
則

は
定
め
る
と
あ
る
が
国
の
基
準
に

準
ず
る
内
容
か
。

　

上
限
時
間
は
、
原
則
通
常
の
部
署

で
は
月
45
時
間
、
年
間
で
３
６
０
時

間
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

国
で
い
う
、
自
ら
の
意
思
に
よ
ら

な
い
他
律
的
業
務
、
国
会
関
係
業

務
、
国
際
関
係
業
務
、
法
令
協
議
、

予
算
折
衝
等
の
業
務
の
比
重
が
高
い

部
署
で
は
、
月
１
０
０
時
間
、
年
間

７
２
０
時
間
で
、
２
か
月
か
ら
６
か

月
平
均
で
80
時
間
で
す
。

②
時
間
外
勤
務
の
上
限
と
有
給
休

暇
の
取
得
義
務
の
み
か
。

　

現
在
、
義
務
化
さ
れ
て
い
る
の
は

時
間
外
勤
務
の
上
限
の
み
で
、
有
給

休
暇
の
取
得
は
年
間
５
日
以
上
使
用

で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
よ
う
勧
告

は
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
務
員
は

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

★
町
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
①
時
間
外
勤
務
の
上
限
は
規
則

は
定
め
る
と
あ
る
が
国
の
基
準
に

準
ず
る
内
容
か
。

②
時
間
外
勤
務
の
上
限
と
有
給
休

暇
の
取
得
義
務
の
み
か
。


